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１ まえがき 

 
 １９９０年代、英国の建設工事のパフォー

マンスは発注者および請負者ともに満足ので

きない状態が長く続いていた。英国の解決す

べき問題として、発注者の不満は、クレーム

が多い、クレームに伴う設計変更により最終

工事価格が予算を大幅に超える、工期が遅れ

る、工事の品質が悪いといったものであり、

建設業界の課題は利益率や生産性が低く、研

究開発には不十分な投資しかできないといっ

たものであった。 

  

 

２ 建設パフォーマンス改善の歩み 

 
改善に向けて取り組みの端緒となったレイ

サム報告書(「参考文献」１)では、VFMが得ら

れない状況を改めるには「チームを作る」方

法に切り替えることが必要であるとしてい

る。これは建設工事関係者の関係を敵対的な

ものから信頼に基づく協働の関係に変えよ

うとするものであり、具体的にはまず発注者

が、受注者が相応の利益を得ることを認め、

相応の利益が得られる契約関係を築くこと

で、発注者が望む成果を得ることができると

説いている。また、政府はリーベン卿に委託

して1995年にConstruction Procurement by 

Government（政府の建設調達）を発表した。

この報告書で具体的に政府は紛争や不信を減

ずるために受注者とよりよいコミュニケー

ションをとり、省庁職員は調達とリスクマネ

ージメントに関する研修を増やし、建設産業

向けの一つの窓口を設けるなどとすべきとし

た。こうしたにも係わらず、建設パフォーマ

ンスの改善は不十分なものであった。 

 

  

3 建設パフォーマンス改善のためのキャン
ペーン活動 

 
レイサム報告書やイーガン報告書を受けて

行なわれたキャンペーン活動は、建設産業の

業績改善を目的としたCBPP（Construction 

Best Practice Programme；建設最善執行計

画）、M41（Movement for Innovation；革新

運動）、Housing Forum（住宅フォーラム）が

あり、これらには政府が活動助成金を出して

いる。また、発注省庁の業績改善のための活

動として、Government Construction Client 

Panel（政府建設発注者会議）、Government 

Construction Industry Task Force（政府建

設産業タスクフォース）、Local Government 

Task Force（地方自治体タスクフォース）、

Achieving Excellence Programme（優良工事

達成計画）などがある。 
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4 建設パフォーマンスの改善のための方策 
 
英国会計検査院が考える建設パフォーマン

スの改善（政府の建設サービス調達内容の改

善と建設産業の経営内容の改善）について政

府内で主要な役割を果たしているのはDTI

（Department of Trade and Industry；貿易

工業省）とOGC（Office of Government 

Commerce；政府商務局）である。レイサム報

告書以降この二つの目的を一体的に解決する

べき改善策に取り組むようになった。 政府

調達の改善の全体を担当するOGCは、発注者に

対して次の新しい建設工事実施システム施策

を勧めている。多様な契約方式（官民パート

ナーシップ（PPP：Public Private 

Partnerships）、デザインビルド、プライム

契約が主なもの）の採用である。 

（１）パートナリング 

（２）ゲートウェイプロセス（建設事業のプ

ロセスの区切りとなる段階にプロジェクトか

ら独立した組織によるレビューを実施） 

（３）パフォーマンスの計測（コスト、工期、

品質の予定された改善が達成されていること

を確認） 

 政府の各省庁ではこれらの施策の方式を

試行しているが、いずれの方式も最低価格の

みで受注者を選ばず、協働の関係の下で建設

パフォーマンスを向上するための手段として

使われる。新しい方式の中で我が国の公共工

事でまだ適用されていないものとして、パー

トナリングやターゲットプライス（Target 

Price）での価格合意方式がある。 

 

 
  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 
5 パートナリング 

 
ａ）パートナリングの定義 

ベネットとジェイズやＮＡＯなどいくつ 

の定義があるが、パートナリングは英国おけ

る新しい方式を代表するコアコンセトである

と同時に、協働の実践を含んだネジメント技

術である。従って、調達方法として見てもパ

ートナリングは、競争入札により最低価格者

を契約の相手とする伝統的方式とは対立す

る。また、パートナリングは、建設産業を高

信頼性経済に導く方式であり、発注者と請負

者等が互いに信頼するためには、関係者の長

期的関係が必要となる。 

 

ｂ）パートナリングの内容 

パートナリングには、プロジェクトパート

ナリング、プライム契約、戦略パートナ

リングなど様々な形態があるが、重要な点は、

良い成果を得るという目的に向かって関係者

が互いに信頼し合える組織文化、社風を作り

出し、協働して問題を解決するための仕掛け

として個々の行為が存在する点である。 

 
ｃ）成功するパートナリングの要件 

「建設の近代化」（「参考文献」２）では発

注省庁に対して次の事項を保証することを求

めている。 

①OCGが推薦するいずれかの調達方法を採用

してパートナーは競争的に選ばれるべき。 

②建設品質、工期、コスト縮減の達成に関す

る明確な計測できる目標が発注者と受注者で

合意されるべき。 

③効率性やパフォーマンスに関して報告され

た改善に自信をもつために、発注者が受注者

の財務記録やコスト情報に合理的にアクセス

するようオープンブックアカウンティングが

合意されるべき省と建設会社は、VFMと改善を

行う継続プログラムを約束しなければならな

い。 

また、「建設の近代化」では以下のようなプ

ロジェクトでパートナリングが適するとして

いる。以下の①②④はプロジェクトパートナ

リングに、③④は戦略パートナリングに適し

たプロジェクトとなる。 
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① ユーザーの要求を特定すること

が困難な複雑なプロジェクト 

② 建設会社が不確実、解決法を見

越すことが難しい及び複合の解

決法が必要なプロジェクト。 

③ コストと品質の継続的改善に焦

点をあてて、繰り返し同様の施

設を望む組織。 

④ 建設プロセスから無駄や非効率

を除く既知の事項がある個々の

プロジェクトやプロジェクトシ

リーズ。 

 

ｄ）パートナリングの課題 

   パートナリングは参入の障壁になって

おり、公共部門のPFI（Private Finance 

Initiative）ですでに明らかになってい

る。例えば参入障壁があまりに高いと競

争を抑制し、その結果は達成されたVFM

に影響する。そして、パートナリングの

意義は認めつつも、力のある組織があま

りに多くの便益を得ることは信頼の精神

に反するとし、納税者を反競争的実践か

ら守るためにパートナリングを認めるた

めの適切な道具が必要としている。 

 
 ｅ）パートナリングとパートナーシップ 

   PPPはPFIの発展形であるが、そのパー

トナーシップは公共サービスの包括的外

部委任における官民の役割分担である。

また、パートナリングは建設工事の契約

において関係者が協働する組織運営技術

であり、PPPといくつかの共通の概念を持

つ。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 価格合意の方式 

  
パートナリングにおいては受注者か

ら何らかのインセンティブを与えるよ

うに価格合意することが必要になり、そ

の方式としてはターゲットプライス、ア

ウトカムベースの支払い、プライム契約

などがあるが、いずれの方式も設計変更

による価格増加リスクを避け、受注者に

コスト縮減や工期短縮などのインセン

ティブを与えることの要求には応えよ

うとしている。また、協働のインセンテ

ィブが明確な方法、オープンブックアカ

ウンティングの採用との組み合わせ可

能な方法を考えるなら、パートナリング

にはターゲットプライス方式が適当と

なる。 
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7 まとめ 

 

ａ）建設の近代化における評価 

「建設の近代化」においては、パートナリ

ングにより民間では2～30％に節約をもたら

した。しかし、政府の建設調達の品質とコス

ト効率を改善するためには、計画した利益が

達成され、パフォーマンスが満足できる水準

より低い時に早急に修正行動が取られている

ことを確実にするために、信頼できるパフォ

ーマンス計測が必要としている。 

 

ｂ)建設の近代化の勧告 

「建設の近代化」は政府建設調達のパフォ

ーマンス向上、及び建設業界のパフォーマン

ス向上の観点から次のような勧告を行ってい

る。 

DETR（環境交通地域省；現在は、DTI）：協

働的な先導指針の作成、M41（3ページ参照）

に影響力を行使しての革新的デモンストレー

ションプロジェクト、より洗練されたパフォ

ーマンス指標の開発などを行うべきである。

OGC：グッドプラクティスを普及するようイニ

シアティブを発揮するべきである。 

関係省庁：発注関係省庁は、建設パフォー

マンス改善を計測する、生涯コストの節約を

図る、発注者として職員の教育訓練を充実す

るべきである。 

建設産業：公共建設部門の改善のためにも

っと技術革新を使用するべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
 

 
「参考文献」 

 

 (１)レイサム卿の報告書（1994年） 

建設工事において競争入札により最低

価格入札者を契約の相手方とする伝統的

な方法は価格に見合う価値(Value for 

Money；ＶＦＭ)をもたらしてはいないと

し、その状況を改善するための処方箋を

示す内容。 

(２)「建設の近代化」 

（2001年～英国会計検査院） 

レイサム卿の報告書以来の建設工事に

おけるベストプラクティスを目的とする

英国政府の取り組みについて、総合的に

調査・評価した報告。 

「PFI：建設パフォーマンス」 

（2003年2月～英国会計検査院） 

PFI方式により建設パフォーマンスが

改善されたかの設問について検証。 
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